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し.DSA の必要性および適応について報告する.

【症例】1992年 7月より1996年 1月まで 31)1二TA,

MRA で診断 した動脈癖15例であ り.破裂動脈癒 4摩り

(6個),末破裂動脈痛11例 (17個)である.動脈痛の部

佳は Acom A 4個,MCA 8個,ICA 8個,BA 2

価,VA l個であり,動脈痛の直径は 5mm 以下10個,

11m m 以下8個,12mm 以上 3個で fusifom が2個

であった.

【方法】3D-CTA は SOMATOM PLUS-Sを使用

し,3次元画像構成は SSR 法と MrP法で行った.MRA

は 31)-TOF法で行一･一た.

【結果】手術は7例 (破裂3例,末破裂4例)に行い,

3D｣:TA と術中所見はよく-･･一致 したが.血行動態判定

には DSA が必要であった. 8例は経過観察としたが.

3D-CTA は外来で検査可能であるため,追跡調査には

有用な検査法であった.

A-66)当院の脳 ド､ソク

ー 受診者の意識及び追跡調査 か ら一
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平成5年8月より当院で行っている脳 トソク受診者 300

例について,その受診の動機,目的,さらに受診後の追

跡調査を行ったので報告する.

追跡は郵送による丁ンケ一一ト調査によったが.回答は

214例 (71.39,b')であった.

3X)例の内訳は男性218例.女性82例で平均年令は52.9

才.異常なしが 187例 (62.3,0/.I),無症候性脳梗塞 ･さtat

cribl占87例 (29.09･6'),脳動脈稽8例 (2.7例).脳腫

癌3例 (1.0例),奇形 2例 (0.7%).その他13例 (4.3

,0,6~)であった.

脳 ト ′クを受けた動榛は,自r)進んでが3(犯例中 198

例 (66.0,0,6)で,このうち,76例 (38.4%)が他人と

の会話からであり.42例 (21.2%~)はテレビを通 して

であった.又,他人の薦めは92例 (30.7%)で,この

うち職場の検診によるものが74例 (80.4%)であった.

脳 ドックを受ける目的は ｢健康であると思うが,念のた

め｣が209例 (69.7_9L/d')と高率であった.

追跡調査は受診後2年6ケ月･-6ケ月の期間であった

が,この間脳卒中等の発症をふたものは0例で.受診後

高脂血症等の治療を始めた例が18例 (1.59も′)であった.

B-1)拡散強調 MRlによる急性期脳梗塞の
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拡散強調 MRI(DWI)は脳虚血を高信号域とLて早

期に画像化できることが知lT)Itている.今回,急性期脳

梗塞症例に応.悶し臨床的iこ有岡な結果を得たので報告す

る.L症例1]76歳女性.左片蘇峰発症 3時間後に来院.

CT.T2強調 MRI(T2W)では異常所見無かったが.

DWIでは右前頭葉に広範な高信号域を認めた.SPECT

で同部に血流低下を認めた.L二症例 2二】69歳男性.顔面

を含む軽度左妹埠を主訴に来院.来院時は麻痔はほは消

失 していた.発症13時間後の CT,SPECT,T2W で

は明らかな異常は認められなかったが,DWIで右基底

核に高信号域を認めた.SPECl､では明らかな異常は認

めなかったが.艇血 管撮影で右内頚動脈狭窄を認め直ち

に angioplastyを施行された.[症例3]65歳男性.右

片麻蜂と構音障害を主訴に来院.発症約6時間後の CT,

T2W では異常所見無かったが,DWIでは脳幹左半分

に虚血部位を認めた.[結語]脳梗塞急性期の病巣同定

に拡散強調 MRIは有岡と考えられた.

B-2)プロ トン MRSによる脳膿痔 の診断
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りソゲェン-ンスされる艇内腫癖病変において,脳腫

痩 (glioblast()ma.metastasis等)と脳膿壕を鑑別す

ることは治療法の選択のためiこ重要であるが,通常の MRI

では確定診断は困難な場合がしば しはある.山万,プロ

トン MRS(magneticresor一aIICeSPeCtr()SC｡Py)では

代謝物iこ関する情報が得られ 脳腫癌と脳腺癌とではス

ペクトルがまった く異なる.今回,プロ トン MRSが

術前診断iこ有用であった脳膿癌の 1例を経験 した.症例

は61嵐 女性.熱発のあと右片肺痔が徐々に増強 し入院.

MRIで ringenhancedmassを呈 し脳膿 癌 を最も疑っ

たが,臓 も完全には否定できなかった.プ ロトン MRS

は acetate,lactate,alanine,種々 aminoacidsから

なり脳膿境と診断 した.手術で脳膿痔が確認された.脳

腫癌 MRSとの比較を加えて報告する.




